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川越市教育委員会第２回定例会会議録 

 

１ 会議の場所  川越市教育委員会 教育委員会室 

２ 開   会  平成２８年５月２３日 午前１０時 

３ 閉   会  平成２８年５月２３日 午前１１時２０分 

４ 教育長並びに出席した委員  新保正俊、梶川牧子、長谷川 均、原田由美、長井

良憲 

５ 欠 席 委 員  なし 

６ 教育長の職務を行った者  教育長新保正俊 

７ 説明のため出席した者  教育総務部長根岸督好、学校教育部長佐野 勝、教育総

務部副部長兼地域教育支援課長長谷部洋志、教育総務部参事兼文化財

保護課長下 薫、学校教育部副部長兼学校管理課長福島正美、学校教

育部参事兼教育指導課長中野浩義、学校教育部参事兼市立川越高等学

校事務長橋本邦明、学校教育部参事兼教育センター所長小熊利明、教

育総務課長長谷正昭、教育財務課長桜井一男、中央公民館長安藤初代、

中央図書館長澤田勝弘、博物館長田中 信、学校給食課長岸野泰之 

８ 前回会議録の承認 

平成２８年度第１回定例会会議録を承認した。 

９ 議題及び議事の概要 

日程第１議案第１１号 １件三千万円以上の工事計画について 

教育総務課長 

  本議案は、教育委員会事務委任規則第２条第８号に基づき、平成２８年度におけ

る１件三千万円以上の工事計画に関し、議決を求めるものである。平成２８年度予

算で執行を予定している教育委員会所管の予算額三千万円以上の工事については、

２３件である。この内、１７件は、教育財務課の所管で市内小中学校における大規

模改造工事及びトイレ改修工事、市内小学校の冷暖房設備設置工事、平成２７年度

から平成２８年度までの継続事業である川越市立南古谷小学校における増築工事で

予算額７億８，０６０万円である。 

次に時の鐘耐震化工事は文化財保護課の所管で予算額が９，５８０万円、平成２

７年度から平成２８年度までの継続事業で工事内容は、耐震補強及び建物修復工事

である。 

次に熱源設備更新工事は中央図書館の所管で予算額４，８００万円であるが、工

事内容は中央図書館の空調用熱源であるチラーユニット２基の更新工事である。 

次に学校給食課の所管で菅間学校給食センター排水圧送管等敷設工事は予算額５，

４００万円、菅間学校給食センター貯留槽等設置工事は予算額１億１００万円であ

り、工事内容は菅間学校給食センターの排水を下水に切り換えるための道路用圧送
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管等敷設工事及び貯留槽等設置工事である。 

次に教育センター所管の校内ＬＡＮ敷設工事は予算額５，５６５万９，０００円、

川越市立教育センター競技場屋根瓦替工事は予算額３，６５０万円である。 

委 員 

  小中学校の大規模改造工事における進捗状況について伺いたい。 

教育総務部長 

  平成２７年度末時点において小学校では約６８％、中学校では約５２％、小中学

校合計で約６１％終了している。現在、工事が済んでいない校舎の棟数は小学校で

は４３．５棟、中学校は４５棟となっている。 

委 員 

  大規模改造工事が完了するのは、いつ頃を見込んでいるのか伺いたい。 

教育総務部長 

  大規模改造工事の計画は、平成３４年度に完了することを見込んでいる。当初の

計画では、１年に５棟もしくは６棟を工事する計画であったが、国の補助金が採択

されないこともあるため、当初の計画と異なる可能性もある。現時点では、平成３

４年度の完了を目指して取り組んでいきたいと考えている。 

委 員 

  市内の小中学校において統廃合される学校が出てくる見込みがあるのか伺いたい。 

副部長兼学校管理課長 

  今後、数年のうちには市内の小中学校が統廃合される見込みはないと考えている。 

委 員 

  今年度、小学校３校の普通教室にエアコン設置を予定しているが、今後の予定が

わかれば伺いたい。 

教育財務課長 

  小学校については、今年度３校、来年度１５校、再来年度に１４校整備する予定

で検討を行っている。なお、小学校の整備については、市が直接工事を行い、整備

をする予定である。 

委 員 

  全ての小中学校の整備が完了するのは、４年後と考えているのか伺いたい。 

教育財務課長 

  現時点では、小学校は今年も含めて３年で整備し、中学校は２年で整備が可能で

あると見込んでおり、平成３２年度までには整備を完了させたいと考えている。 

委 員 

  中学校の整備は、リース方式で整備を考えているのか確認したい。 

教育財務課長 

  現時点では、中学校の整備はリース方式を中心に検討を進めており、小学校は市
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の直接工事で設置する方向で考えている。 

委 員 

  出来る限り早く、全校に設置できるようお願いしたい。 

委 員 

  南古谷小学校増築工事の工期は、延長されるのか伺いたい。 

教育財務課長 

  平成２８年川越市議会第３回臨時議会において建築工事の工期について契約を変

更し、工期を延長したところである。また、電気及び給排水工事等を含む附帯工事

の工期については、建築工事に伴う工事であるため建築工事の進行状況を見ながら

工期延長の必要性について関係課と調整をしているところである。 

委 員 

  工期が延長された場合の授業への対応は、検討しているのか伺いたい。 

教育財務課長 

  当初の計画では、平成２９年３月に工事が完了し、春休み期間に引っ越しを行う

予定であったが、現在の計画では、平成２９年度の１学期当初から新しい校舎を使

えない見込みであるため、現在使用している仮設校舎のリース期間を延長して対応

し、遅くとも夏休みには引っ越しできるよう対応していきたいと考えている。 

委 員 

  仮設校舎は、仮設の図工室と少人数学級教室として活用していると思うが、その

リース期間を延長する方向で検討しているのか伺いたい。 

教育財務課長 

  仮設の図工室及び少人数学級教室を普通教室に転用することで考えている。 

委 員 

  授業や学校生活に出来る限り支障がでないように対応をお願いしたい。 

委 員 

  中央図書館の熱源設備更新工事は、設備更新であるが、老朽化している施設の根

本的な対策についてどのように考えているか伺いたい。 

中央図書館長 

  老朽化対策としての修繕については、施設が供用開始されてから３０年間全く行

っていなかった。そのため、平成２７年度から５年間の予定で中央図書館大規模改

造事業として実施計画事業に位置づけ、取り組んでいるところである。平成２８年

度は、点検・評価業務委託が予算化されたため、どのような優先順位で改修を行っ

ていくべきか検討する予定である。 

委 員 

  中学校無線ＬＡＮ敷設工事は、どのような予定で行うか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 
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  市内の中学校は２２校あるが、今年度は１２校、来年度は１０校設置工事を行う

予定である。また、小学校は、今年度予定しているパソコンの更新に合わせて２校

整備し、平成３０年度に１５校、平成３１年度に１４校整備する予定であり、市内

の小中学校を今年度から４年計画で整備することで考えている。 

委 員 

  整備された学校では、教育内容にどのような変化があるのか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  パソコンの更新時期に合わせタブレットを導入する予定であるが、今年度小学校

では４０台、中学校では５０台配置する予定である。配置が完了されることにより、

クラスの全員が情報交換を図りながら対話的な学びが可能となるため、児童生徒が

自ら進んで学ぶアクティブ・ラーニング等に対応できるような学びの推進に役立て

ようと考えている。 

委 員 

  整備状況によって学校間に差ができるが、それに対する対応はどのように考えて

いるか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  アクティブ・ラーニングは、児童生徒の深い学び等、学習の状態を示すものであ

るため、タブレットがなくても行うことができる。そのため、全校でアクティブ・

ラーニングを実施することは可能であると考えている。その考え方に基づきＩＣＴ

を有効活用することにより、新たな学びの展開が可能になると考えている。そのた

め、タブレットが配置されていない学校でも学びの差はないと考えている。 

委 員 

  校内ＬＡＮが整備されることにより、教職員にとってのメリットはどのようなこ

とが考えられるか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  これまでは職員室にサーバーが設置されており、資料もサーバーで管理していた

が、校内ＬＡＮ整備後は、各教室で資料が活用できるようになり、また、教室内で

成果があがった内容をその場で保管できるようになる。なお、インターネットも各

教室で接続できるため、リアルタイムに必要な情報を授業に活用できるようになる

と考えている。 

委 員 

  校内ＬＡＮの整備に合わせてタブレットを配置しないと効果がでないと思うが、

その点どのように考えているのか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  今後は、パソコンの更新に合わせてタブレットを導入していくことになる。現在、

小学校では、コンピューター室にデスクトップのパソコンが２０台設置されている



 - 5 - 

が、パソコンの更新に合わせて４０台タブレットが設置されることになる。コンピ

ューター室に配置させる２０台のタブレットは、キーボードとマウスをタブレット

に接続して活用することもでき、キーボードとマウスを外せばタブレットとして教

室で活用することが可能となる。また、電子黒板も活用しているところである。 

委 員 

  教員もさまざまな事務処理が増加しており、教員に対するＩＣＴ化を推進しない

と負担軽減を図ることができない。そのため、教員に対する今後の環境整備に対す

る考え方について伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  教員の負担軽減については、さまざまな方法で図っていく必要があるが、校務の

ＩＣＴ化についても要請されているところである。校務のＩＣＴ化に関する課題を

整理しながら、推進を図っていきたいと考えている。 

委 員 

  予算の制約もあると思うが、教員の事務負担の軽減を図ることにより児童生徒に

接する時間を確保できることから、課題もあると思うが取り組んでもらいたい。 

副部長兼学校管理課長 

  教員の事務負担の軽減については、引き続き取り組んでいるところであるが、手

書きで作成する必要がない書類についてはパソコン等で作成可能とするなど簡素化

を図っていきたいと考えている。 

学校教育部長 

  教員の負担軽減については、負担軽減会議で検討し、校長への権限移譲なども含

めて引き続き対応を図っていきたいと考えている。 

委 員 

  教員が児童生徒に接する直接業務と書類作成や会議への参加などの間接業務の比

率について把握しているか伺いたい。 

副部長兼学校管理課長 

  教員の業務比率については把握していないが、児童生徒に直接関わる仕事だけで

なく、学校事務に関する仕事であっても児童生徒に関わる内容であれば教員として

やらなければいけない直接的な業務であると認識している。 

委 員 

  現在の教員の実態を把握しないと、どの程度負担軽減を図っていくべきか目標が

明らかにならないため、早期に実態調査を行ってもらいたい。 

学校教育部長 

  教育の継続性と効率性を図る必要があるため、教員の業務比率についても詳しく

調べ、対応を図っていきたい。 

委 員 
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  学校訪問をした際にパソコンを２人で１台使っているとの説明を受けたことがあ

った。現状では、教職員の人数に対してパソコンが不足していると思うが、各学校

が何台不足しているか把握しているのか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  各学校の教員定数に対してパソコンを配置している状況であるため、現時点では

加配された教員や市の職員も含めた人数に対して何台不足しているか把握していな

い。 

委 員 

  教員に１人１台、パソコンを配置できるように現状を確認してもらいたい。また、

今年度タブレットを導入する予定であるが、タブレットを有効活用できるような教

員体制は整っているのか伺いたい。 

参事兼教育センター所長 

  タブレットが導入される学校の教員を対象にした研修会を今年の夏以降に予定し

ている状況である。 

委 員 

  研修等を活用しながら、授業を進めながら有効な活用方法を探していくようなこ

とが起きないようにお願いしたい。 

（全員異議なく原案どおり決定） 

日程第２議案第１２号 川越市立福原小学校大規模改造工事請負契約について 

（非公開） 

日程第３議案第１３号 川越市立寺尾中学校大規模改造工事請負契約について 

（非公開） 

日程第４議案第１４号 川越市公民館運営審議会委員を委嘱することについて 

（非公開） 

日程第５議案第１５号 川越市立図書館協議会委員を委嘱することについて 

（非公開） 

日程第６議案第１６号 川越市立博物館協議会委員を委嘱することについて 

（非公開） 

１０ 報告事項 

⑴ 平成２７年度におけるいじめ問題への対応と今後の取組について 

参事兼教育指導課長 

  平成２７年度におけるいじめ問題への主な対応の１つ目は、アンケート調査の実

施である。具体的には、児童生徒に対してアンケートを年２回実施し、保護者アン

ケートは、１２月に１回実施したところである。アンケートにより、いじめとして

認知された件数は、小学校で５５件、中学校で５８件、特別支援学校で２件、市立

川越高等学校で０件、合計１１５件であったが全て対応し、重篤な案件はなかった。
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２つ目として、ネットパトロール及びいじめ電子相談窓口を通年で実施し、報告及

び相談のあった２３件について全て対応したが、重篤な案件はなかった。３つ目は、

研修会の実施である。各種教職員の研修会において、いじめ問題に対する内容を取

り上げ、いじめ問題の初期対応や組織的な対応、いじめ問題における関係機関との

連携について周知・徹底を図ったところである。４つ目は、重大事態対応マニュア

ルの作成である。川越市いじめ・不登校対策検討委員会において、いじめの重大事

態発生時の対応をまとめたマニュアルを作成し、市内全小中学校の教員に配布する

とともに活用に関する研修会を行ったところである。５つ目は、各種学校訪問にお

いて指導方針の定着を図ったところである。６つ目は、児童生徒主体によるいじめ

の未然防止への取組である。川越市小・中学校児童生徒連絡協議会においていじめ

の未然防止のためのスローガンを話し合い、その内容を掲載したパンフレットを市

内全児童生徒及び市内公民館等に配布したものである。７つ目は、いじめの未然防

止に向けた関係機関との連携である。各市立学校で実施されている非行防止教室等

の講師として川越警察署生活安全課の係長を招聘するなど、いじめ・非行問題防止

に関する講演を行った。８つ目は、川越市青少年問題・いじめ問題対策連絡協議会

と川越市いじめ問題対策委員会が連携し、いじめ相談窓口広報パンフレットの配

布・協力等のいじめ未然防止に関する取組を推進した。 

次に今年度の取組については平成２７年度と同様であるが、昨年度よりきめ細か

さや質の向上に努め、いじめ問題根絶に向けて取り組んでいきたいと考えている。 

委 員 

  これだけの取組が実施できたことは評価できるが、いじめの防止は、学校現場で

の対応が大事である。いじめ問題の対応に係る教職員の研修会に何名の教職員が参

加したのか伺いたい。 

参事兼教育指導課長 

  初任者研修及び５年次研修では対象の教員全員が参加し、教頭研修においても全

市立学校が参加している。臨時的任用教員研修会では約３００名が参加するなど、

多くの教職員が研修に参加している。 

委 員 

  昨年度から学校等の工事で使用する仮囲い等にいじめ防止のスローガンである

「ＳＴＯＰいじめ」の標語マークを入れてもらえるよう工事業者に協力してもらっ

ているが、今後も児童生徒の目線の入るところに引き続き掲載をお願いしたい。 

委 員 

  今後も児童生徒が主体となり、いじめの未然防止に向けた取組を行うとのことだ

が、児童生徒に対していじめの未然防止に向けた授業や児童生徒が主体となる取組

を行っているのか伺いたい。 

参事兼教育指導課長 
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  川越市小・中学校児童生徒連絡協議会は、各学校の生徒会役員等を中心にして組

織されており、各学校の代表がブロックごとに１つの学校に集まり話し合いを行っ

ている。話し合った結果を各学校に持ち帰り、生徒会等を中心に話し合いを行い、

各学級に連絡したり、各学校でいじめ撲滅宣言を作成したりするなどの取組を行っ

ている。 

委 員 

  各学校が定期的な取組を行っているのか確認したい。 

参事兼教育指導課長 

  各学校には、生徒会を中心とした自主的な活動を促進するような取組をお願いし

ているところである。現在は、教員が児童生徒が話し合う場を持てるよう児童生徒

に働きかけたり、場所の設定をしているが、児童生徒自身が生徒会や委員会活動を

通して学校が楽しいと思ったり、充実した活動が出来ると感じられる学校にするこ

とを目標に各学校の状況に応じた取り組みをお願いしている。 

委 員  児童生徒の意識を変えるような取組となるよう努めてもらいたい。 

１１ その他 

 ⑴ 議事に先立ち教育長から、議案第１２号及び第１３号は市議会議決事項であり、議

案第１４号から第１６号は人事に関する情報であることから、これらの審議に係る会

議を公開しないこととする動議が提出され、全出席委員がこの動議に賛成し、当該審

議については非公開として取扱うことに決定した。 

 ⑵ 会議録署名委員として、原田委員、長井委員が指名された。 

 ⑶ 次回教育委員会は平成２８年６月２７日（月）午後２時開催に決定した。 

 


